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医療は複雑なデザインに 
溢れている

　インターネットとスマートフォンの
普及により，多くの情報にアクセスす
ることが日常になりました。普段使っ
ているスマートフォンアプリと，病院
で使っている電子カルテなどを比べた
時「どうしてこんな複雑で見づらい画
面なんだろう？」と感じたことはない
でしょうか？　もし全く感じたことが
なければ，それは「医療で扱う情報は
複雑なもの」という固定観念に慣れき
っているかもしれません。
　実際に医療は常に膨大な情報を扱
い，診察や検査の情報を比較して難し
い意思決定を下す仕事です。そのため，
医療機器や医療コミュニケーションが
ある程度複雑になることは避けられま
せん。しかし，こうした複雑なデザイ
ンをよりシンプルに，より伝わりやす
くするための努力はできているでしょ
うか？　たとえ情報が複雑であっても
難解さを減らすことはできますし，不
要な情報は確実に理解の妨げになりま
す。
　「医療で扱う情報は複雑なもの」と
割り切り，問題のあるデザインを放置
してしまうと，将来の大きなリスクに
つながってしまいます。

シンプルなデザインを求める
理由

　複雑なデザインを放置することのリ
スクはいくつか挙げられますが，最も
大きな懸念は医療ミスの増加です。医
療で扱う情報は増えることはあって
も，減ることはほとんどありません。
また，電子カルテなどでめったに使わ
ない機能でも「いつか誰かが必要にな
るかもしれない」と考え，つい残して
しまいます。そうなると自ずとデザイ
ンは複雑になり，扱う医療者の認知負
荷は高くなります。認知負荷が高まる
ほど判断を誤るリスクは増加し，医療

ミスは当然人命にかかわります。デザ
インの考え方では「ミスの原因は犯し
た人間ではなく，不適切なデザインに
ある」とされており 1），デザインを改
善することで医療ミスと医療者のスト
レスを減らすことができます。
　もう一つの問題は，変化への対応が
鈍くなることです。現代社会は非常に
移り変わりが激しく，医療の世界でも
デジタル化など多くの変化が求められ
ています。しかし，医療を改善させる
ためのプロセスが複雑にデザインされ

発想を取り入れることで，改良できる
余地がまだまだあります。
　例えば，図 1のスライドをシンプル
にするにはどう考えればいいでしょう
か？
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ているため，変化への対応は常に鈍く，
莫大なコストも浪費してしまいます。
あれもこれもしたいという詰め込み型
の発想ではなく，無駄を見極めたシン
プルなデザインをいかに開発の初期段
階から構築していくかが未来の医療に
求められます。

まずはプレゼンテーションの
デザインから始めたい

　ここまで，医療にシンプルなデザイ
ンをもたらす大切さをお伝えしまし
た。それでは，私たち医療者一人ひと
りがデザインの視点を持つことで医療
にどう貢献できるでしょうか？　電子
カルテのデザインを刷新することや，
新しい医療機器を作ることは個人の力
ではなかなかできません。しかし，ほ
とんどの医療者が直面するデザインの
課題があります。それがプレゼンテー
ションです。
　すでにデザインを学ばれ，素晴らし
いプレゼンテーションができる医療者
も多くいますが，デザインの基本的な

医療スライドデザイン部の
Facebookグループページは
右記 QRコードよりご覧い
ただけます。

　上記の視点を基に作成し直したのが
図 2です。情報をシンプルにすること
で，最も伝えたい内容が格段に伝わり
やすくなります。
　プレゼンテーションを作る過程で
は，情報の整理，ユーザーを中心とし
た設計，人間の認知の理解など，さま
ざまなデザインの要素を知ることがで
きます。
　こうした私の持つデザインのテクニ
ックを『医療者のスライドデザイン』
（医学書院）という本にまとめました。
プレゼンテーションに悩む全ての医療
職の方，医学生の方にぜひお読みいた
だけると嬉しいです。また，医療スラ
イドデザイン部の Facebookグループ
（QRコード）では，医療者同士のス
ライドデザインに関するピアスタディ
を行っています。こちらもお立ち寄り
ください。
　医療とデザインの可能性について，
一緒に考えていきましょう。

早期の尿蛋白変化率が GFR 低下速度に及ぼす影響
尿蛋白が減ると腎臓病進行は遅くなる
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治療 1 か月後時点での尿蛋白変化率

●　治療開始後 1 か月での尿蛋白減少が強
いものでは，その後の GFR 低下速度は遅い｡
●　尿蛋白が 50％以上減少した群では，そ
れ以下しか減少しなかった群に比し，
GFR の低下速度を

0.6 mL/分/月から，
0.2 mL/分/月へ，

（あるいは 7.2 mL/分/年から 2.4 mL/分/年）
に遅くすることができる｡

●図 1　  BEFORE
余計な情報が多く，何を最も伝えたいかがわかりづらい。

早期の尿蛋白変化率と GFR 低下速度

尿蛋白が減ると
腎臓病進行は遅くなる
Lancet.  349:1857ｰ1863,1997.
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●図 2　  AFTER
情報をシンプルにすることで，伝えたい内容が格段に伝わりやすくなる。
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① 情報の重要度をトリアージする
　 自分の持っている情報を全てスライドに
書き込むのではなく，どの情報が伝えた
いのかを整理していく作業が大切です。
伝えたい情報を一度書き出して客観視
し，重要度を選別していきましょう。
② メッセージを強調する
　 スライドに文字を書けば聴講者に伝わる
わけではありません。情報が多くなるほ
どどれが大切な情報かわからなくなり，
読み疲れるばかりで全く伝わらなくなり
ます。一枚のスライドに対して最も伝え
たいメッセージを定め，そのメッセージ
が強調されるデザインにしましょう。最
も強い強調の方法は「そのメッセージ以
外を書かないこと」です。
③ スライドに頼らない
　 スライドに書かれた文字を棒読みするプ
レゼンテーションはもうやめましょう。
プレゼンテーションは視覚と聴覚による
情報伝達です。特にオンラインでは，聴
覚への意識が高くなります。スライドを
どう作るかよりも，プレゼンターが何を
どう話すかを徹底して作り込むことが大
切です。スライドが必要ないほど話の完
成度を高めることができれば，自然にス
ライドはシンプルなものになります。
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